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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
飼
料
用
米
の
技
術
開
発
・
最
前
線
」

平
成
21
年
12
月
14
日
、
農
林
水
産
省
七
階

講
堂
に
お
い
て
、（
独
）
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
と
農
林
水
産
省
農
林
水

産
技
術
会
議
事
務
局
の
共
催
で
、
食
料
自
給

率
の
向
上
や
水
田
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
飼
料
用
米
の
生
産
技
術
や

家
畜
へ
の
給
与
技
術
等
に
つ
い
て
「
え
さ
プ

ロ
」
の
成
果
を
中
心
に
と
り
ま
と
め
た
「
飼

料
用
米
の
生
産
・
給
与
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
普
及
を
図
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
・
独
立
行
政
法

人
・
大
学
・
都
道
府
県
・
団
体
・
企
業
・
生

産
者
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
幅
広
い
分
野
か
ら

約
４
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
主
催

者
を
代
表
し
て
、
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務

局
藤
本
潔
研
究
総
務
官
と
当
研
究
所
松
本
光

人
所
長
か
ら
挨
拶
の
後
、
第
１
部
と
し
て
最

新
研
究
成
果
の
報
告
、
第
２
部
で
は
飼
料
用

米
の
利
用
拡
大
に
む
け
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

山
田
正
彦
農
林
水
産
副
大
臣
（
当
時
）
か
ら

の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
新
の
研
究
成
果
で
は
、
農
研
機
構
作
物

研
究
所
の
加
藤
浩
上
席
研
究
員
よ
り
、
飼
料

用
米
に
適
す
る
多
収
品
種
の
収
量
性
、
い
も

ち
病
抵
抗
性
、
除
草
剤
ベ
ン
ゾ
ビ
シ
ク
ロ
ン

感
受
性
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
農
研
機

構
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
村
修

チ
ー
ム
長
よ
り
、
単
収
８
０
０
キ
ロ
を
目
指

す
た
め
に
は
食
用
米
に
比
べ
て
６
割
か
ら
10

割
量
増
し
の
窒
素
施
肥
が
必
要
で
あ
り
、
イ

ン
ド
型
品
種
で
は
８
月
中
旬
頃
ま
で
に
出
穂

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
山
形
大
学
の
吉
田
宣
夫
教
授
よ
り
、

飼
料
用
米
用
に
開
発
さ
れ
た
最
新
の
粉
砕
機

や
ソ
フ
ト
グ
レ
イ
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
技
術

の
開
発
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
畜
産
草

地
研
究
所
の
勝
俣
昌
也
チ
ー
ム
長
よ
り
、
肥

育
豚
に
飼
料
用
米
を
給
与
し
て
も
良
好
に
生

育
し
、
脂
肪
色
が
明
る
く
、
色
味
の
薄
い
も

の
と
な
り
、
品
質
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
畜
産
試
験
場

の
松
下
浩
一
研
究
員
よ
り
、
卵
重
調
整
技
術

な
ど
、
養
鶏
に
お
け
る
飼
料
用
米
給
与
の
研

究
開
発
の
現
状
と
方
向
性
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。第

２
部
で
は
、
吉
田
教
授
を
座
長
に
、
研

究
者
２
名
、
生
産
者
３
名
、
消
費
者
２
名
、

行
政
関
係
者
１
名
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
飼

料
用
米
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
必
要
と
さ
れ

る
研
究
開
発
の
方
向
性
等
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

飼
料
用
米
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る

中
で
、
飼
料
用
米
の
生
産
・
利
用
の
研
究
開

発
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
飼
料
作
生
産
性
向
上
研
究
チ
ー
ム

上
席
研
究
員　
　

原
田　

久
富
美
）

～
飼
料
用
米
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
～

山田正彦農林水産副大臣（当時）によるご挨拶
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平
成
　
年
度　

問
題
別
研
究
会

21

「
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
現
状
と
将
来
展
望
」

に
お
け
る
安
全
性
の
考
え
方

な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
特
別
講
演
で
は
、

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
東

嶋
和
子
氏
が
、「
見
え
な
い
こ

と
を
『
見
え
る
化
』
す
る
」

な
ど
、
市
民
に
正
当
な
認
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
方

策
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
希
望
者

（
37
名
）
を
対
象
と
し
た
体
細

胞
ク
ロ
ー
ン
牛
肉
（
黒
毛
和

種
去
勢
肥
育
牛
）
の
試
食
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
肉
の
食
味
は
好
評
で

し
た
。
参
加
者
の
過
半
数
は
、

「
安
け
れ
ば
ク
ロ
ー
ン
牛
肉
を

買
う
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
研
究
会
の
詳
細
は
、
畜
産
草

地
研
究
所
研
究
資
料
第
10
号
（
平
成
22
年
７

月
発
行
予
定
）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
高
度
繁
殖
技
術
研
究
チ
ー
ム

上
席
研
究
員　

渡
邊　

伸
也
）

　

体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
現
状
認
識
を
深

め
、
こ
の
技
術
の
将
来
展
望
に
係
る
情
報
交

換
と
議
論
を
行
う
た
め
、
畜
産
草
地
研
究
所

は
、
畜
産
技
術
協
会
と
共
催
で
、
平
成
21
年

12
月
14
～
15
日
に
標
記
問
題
別
研
究
会
を
南

青
山
会
館
（
東
京
都
港
区
）
で
開
催
し
ま
し

た
（
参
加
者:

１
３
６
名
）。

　

第
１
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
内
閣
府
食
品

安
全
委
員
会
事
務
局
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
官
・
新
本
英
二
氏
、
厚
生
労
働
省
医

薬
食
品
局
バ
イ
オ
食
品
専
門
官
・
荒
木
規
仁

氏
、
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務

局
研
究
開
発
官
（
食
の
安
全
、基
礎
・
基
盤
）・

小
平
均
氏
が
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
家
畜
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
各
府
省
の
考
え
方
を
解
説

し
ま
し
た
。

　

第
２
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
農
研
機
構
九

州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
管
理
監
・

古
川
力
氏
、
北
海
道
立
畜
産
試
験
場
受
精
卵

移
植
科
長
・
森
安
悟
氏
、
明
治
大
学
教
授
・

長
嶋
比
呂
志
氏
が
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術

の
利
用
方
向
と
し
て
「
ク
ロ
ー
ン
検
定
」
と

「
医
学
・
医
療
へ
の
利
用
」を
説
明
し
ま
し
た
。

　

第
３
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

農
研
機
構
動
物
衛
生
研
究
所
疫

学
情
報
室
長
・
佐
藤
真
澄
氏
、

鹿
児
島
大
学
准
教
授
・
窪
田
力

氏
、
畜
産
草
地
研
究
所
赤
木
悟

史
主
任
研
究
員
が
、
体
細
胞
ク

ロ
ー
ン
牛
と
そ
の
胎
盤
の
病
理

所
見
や
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
牛
の

生
産
効
率
向
上
を
目
指
す
研
究

開
発
の
現
状
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

第
４
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

近
畿
大
学
教
授
・
角
田
幸
雄
氏
、

岩
手
大
学
助
教
・
澤
井
健
氏
、

農
研
機
構
九
州
沖
縄
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
上
席
研
究
員
・
高
橋

昌
志
氏
、東
京
農
業
大
学
教
授
・

河
野
友
宏
氏
が
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
家
畜
の

生
産
効
率
向
上
に
有
用
な
基
礎
的
知
見
を
解

説
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
特
別
講
演
で
は
、
東
京
大
学
大
学

院
教
授
・
熊
谷
進
氏
が
、
食
品
の
リ
ス
ク
評

価
の
基
本
や
食
肉
な
ど
の
「
丸
ご
と
食
品
」
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

畜産物機能研究チーム

青　木　玲　二

乳
酸
菌
を
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
の
細
胞

が
認
識
す
る
と
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
一
つ
で
あ

る
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン-

12
（
IL-

12
）
が

産
生
さ
れ
ま
す
。
IL-

12
は
細
胞
性
免
疫
に

関
与
す
る
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
で
あ
る
Th
１
細

胞
に
働
い
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン-

γ
の
産

生
を
誘
導
し
、
細
胞
性
免
疫
を
活
性
化
す
る

と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
与
す
る
ヘ
ル

パ
ー
Ｔ
細
胞
で
あ
る
Th
２
細
胞
の
増
殖
を
抑

制
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
近
年
、
花
粉

症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
や

細
胞
性
免
疫
の
賦
活
化
を
目
的

と
し
て
、
IL-

12
を
指
標
と
し

た
乳
酸
菌
の
選
抜
が
数
多
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
乳
酸
菌
の

IL-

12
誘
導
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調

べ
る
過
程
で
、
ラ
ク
ト
コ
ッ
カ

ス
属
乳
酸
菌
を
卵
白
リ
ゾ
チ
ー

ム
と
混
合
し
加
熱
処
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
菌
体
の
も
つ

IL-

12
誘
導
能
を
強
化
で
き
る
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。
卵
白
リ
ゾ
チ
ー
ム
は
鶏
卵
卵
白

に
含
ま
れ
る
酵
素
で
あ
り
、
菌
体
の
細
胞
壁

成
分
で
あ
る
ペ
プ
チ
ド
グ
リ
カ
ン
を
切
断
す

る
活
性
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
乳
酸
菌
と
混

合
し
、
１
０
０
℃
で
加
熱
を
行
う
と
、
乳
酸

菌
体
の
周
り
に
凝
集
し
（
図
1
）、
卵
白
リ

ゾ
チ
ー
ム
の
活
性
も
不
活
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
方
法
に
よ
り
調
製
し
た
修
飾
菌
体

の
性
質
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
菌
体
の
疎
水
性

が
高
く
な
り
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
貪
食
さ

れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
菌
体

の
細
胞
壁
分
解
酵
素
に
対
す
る
耐
性
が
増
強

さ
れ
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
消
化
に
対
し
て

も
強
い
耐
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図
2
）。

私
た
ち
が
今
回
明
ら
か
に
し
た
卵
白
リ
ゾ

チ
ー
ム
修
飾
乳
酸
菌
の
諸
性
質
は
、
今
後
、

強
い
IL-

12
誘
導
能
を

有
す
る
乳
酸
菌
を
作
製

す
る
こ
と
に
応
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、

卵
白
リ
ゾ
チ
ー
ム
修
飾

菌
体
の
モ
デ
ル
動
物
へ

の
投
与
効
果
を
調
べ
る

こ
と
で
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

食
品
な
ど
の
機
能
性
食

品
の
開
発
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

図1　卵白リゾチーム修飾菌体の蛍光顕微鏡写真

乳酸菌体、卵白リゾチーム修飾菌体を抗卵白リゾチーム　
ウサギ IgG抗体、抗ウサギ IgG-Alexa594抗体（赤）で標
識し、核酸はDAPI（青）で染色した。卵白リゾチーム修飾
菌体の方は、菌体の周囲が卵白リゾチーム（赤）でコート
されているのが示されている。

乳酸菌体 卵白リゾチーム装飾菌体

乳
酸
菌
の
修
飾
に
よ
る

        　
　
　

－　

産
生
誘
導
能
の
増
強

IL

12

図2　卵白リゾチーム修飾菌体の性質
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

種
量
を
減
ら
し
、
被
覆
が
遅
い
と
こ
ろ
で
播

種
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
か
つ

効
率
的
に
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
草
地
を
造

成
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
耕
作
放
棄
地
等
を
、
農
薬

や
肥
料
の
投
入
を
控
え
つ
つ
牛
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
草
地
を
造
成
・
管
理
・
利

用
す
る
方
法
は
、
我
が
国
の
畜
産
を
自
給
飼

料
主
体
の
持
続
型
畜
産
体
系
へ
転
換
し
て
い

く
上
で
有
効
な
技
術
で
す
。

耕
作
放
棄
地
は
平
成
17
年

に
全
国
で
38
・
6
万
ha
あ
り
、

こ
の
解
消
に
近
年
繁
殖
牛

の
放
牧
が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
放
牧

に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
野
草

等
が
衰
退
し
た
後
、
放
牧
を

続
け
る
為
に
は
、
そ
の
土
地

を
草
地
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
比
較
的
平
坦
で
農
業

機
械
が
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
耕
起
造
成
や
施

肥
が
で
き
、
高
生
産
性
の
草
種
を
導
入
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
が
傾
斜
化
等
で
難
し
い
土
地

に
は
、
シ
バ
型
草
種
で
あ
る
セ
ン
チ
ピ
ー
ド

グ
ラ
ス
が
適
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
チ
ピ
ー
ド

グ
ラ
ス
は
、
播
種
し
て
定
置
放
牧
す
る
だ
け

で
草
地
造
成
で
き
、
無
施
肥
で
継
続
利
用
で

き
ま
す
。（
図
１
・
２
）。

こ
の
よ
う
な
良
い
特
徴
を
持
つ
セ
ン
チ

ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
で
す
が
、
種
子
が
kg
あ
た
り

１
万
円
以
上
と
高
価
で
あ
る
こ
と
が
普
及
上

の
問
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
播
種
を
効
率
的

に
行
う
た
め
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ

ス
が
地
面
を
被
覆
し
て
い
く
速
度

（
被
覆
速
度
）
に
与
え
る
斜
面
の
向

き
や
傾
き
の
影
響
を
、
５
年
間
継
続

し
た
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
解
析
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド

グ
ラ
ス
の
被
覆
速
度
は
、
南
斜
面
で

傾
き
が
緩
い
ほ
ど
被
覆
は
速
く
、
北

斜
面
で
傾
き
が
急
な
場
合
の
２
倍
の

速
さ
で
し
た
（
図
３
）。
こ
の
点
を

考
慮
し
て
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

の
被
覆
が
速
い
地
形
の
と
こ
ろ
で
播

放牧管理研究チーム

平　野　　清

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
を
耕
作
放
棄
地
で

活
用
普
及
さ
せ
る
た
め
に

図1　耕作放棄地をセンチピードグラス草地
化し繁殖牛放牧している農家の現場

図２　放牧継続により衰退して小さくなった
セイダカアワダチソウと地表面を覆う
センチピードグラス

図３　斜面の向きと傾斜に対するセンチピードグラスの
被覆速度

北関東における調査結果。６月中旬に造成、斜面の向き
と傾きの異なる61地点の広がりを５年間、春と秋に調
査。造成後から被度最大になる期間の50%の年数を、
被覆速度の指標として記載。
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Spot News

　 平成 21 年度畜産大賞研究開発部門「優秀賞」を受賞 　

平
成
21
年
11
月
18
日
に
、
畜
産
草
地
研
究
所
の
関
係
者
が
実

証
試
験
を
担
当
し
た
「
細
断
型
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
の
研
究
開
発
」

が
、
社
団
法
人
大
日
本
農
会
の
平
成
21
年
度
農
事
功
績
者
表
彰

「
農
業
技
術
開
発
名
誉
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
日
本
農
会
は
、
明
治
14
年
の
設
立
当
初
か
ら
皇
族
を
総
裁

（
現
在
の
総
裁
は
桂
宮
宜
仁
親
王
殿
下
）
と
す
る
由
緒
あ
る
農

業
団
体
で
す
。
ま
た
、
本
表
彰
は
、
明
治
27
年
（
１
８
９
４
年
）

に
創
設
さ
れ
、
農
業
改
良
や
農
業
研
究
開
発
に
お
い
て
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
た
者
等
に
対
し
授
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
「
細
断
型

ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
の
研
究
開
発
」

は
、
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研

究
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
機
械
開
発
を
行
い
、
畜

産
草
地
研
究
所
を
は
じ
め
と
す

る
公
的
研
究
機
関
が
細
断
型

ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
を
用
い
て
調
製

し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
評
価

や
給
与
効
果
を
検
討
し
、
農
家

等
で
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。
本
成
果
は
、
平
成
18
年
度
畜
産

大
賞
研
究
開
発
部
門
「
最
優
秀
賞
」
も
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
受
賞
を
バ
ネ
に
し
て
、
本
機
械
の
特
徴
で
あ
る
自
給
飼
料

の
高
品
質
調
製
技
術
を
活
か
し
、
飼
料
増
産
の
目
標
実
現
に
向

け
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
研
究
管
理
監　
　

塩
谷　

繁
）

　　　　平成 21 年度農事功績者表彰
　　　　　　　　「農業技術開発名誉賞」を受賞

　

自
給
飼
料
利
用
研
究
会
幹
事
会
が
進
め
て
き

た
「
乳
牛
用
飼
料
の
飼
料
成
分
分
析
・
栄
養
価
評

価
法
の
開
発
と
フ
ォ
ー
レ
ー
ジ
テ
ス
ト
へ
の
普

及
・
推
進
」
が
評
価
さ
れ
、
本
年
１
月
に
畜
産
大

賞
研
究
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
研
究

会
は
１
９
８
３
年
か
ら
毎
年
度
開
催
さ
れ
、
酪
農

経
営
に
お
け
る
安
定
的
な
乳
生
産
を
図
る
上
で
重

要
な
飼
料
給
与
診
断
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た

フ
ォ
ー
レ
ー
ジ
テ
ス
ト
（
粗
飼
料
の
品
質
評
価
）

の
実
用
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
個

別
農
家
が
給
与
す
る
個
々
の
粗
飼
料
の
飼
料
成

分
と
栄
養
価
を
迅
速
に
測
定
す
る
手
法
と
し
て
、

近
赤
外
分
析
法
（N

ear Infrared Reflectance 

Spectroscopy :

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）
に
よ
る
飼
料
成
分
分
析
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
は
、
都
道
府
県
、
農
業
団
体
等
の
飼
料
分
析
セ
ン

タ
ー
で
飼
料
分
析
の
中
心
的
な
手
法
と
し
て
活
用
さ
れ
、
飼
料
設
計
、
給

与
診
断
な
ど
へ
の
現
場
レ
ベ
ル
で
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
本
受
賞
は
、
長
期
間
に
渡
る
研
究
成
果
や
技
術
情
報
を
積
み
重
ね
、

普
及
・
発
展
さ
せ
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
本
研
究
会
幹
事
会
に
携
わ
れ
て

こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
地
道
な
努
力
と
酪
農
技
術
へ
の
高
い
向
上
心
の

賜
で
あ
り
、
皆
様
の
多
大
な
御
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー　

中
小
家
畜
飼
養
技
術
開
発
室　

主
任
研
究
員　
　

甘
利　

雅
拡
）

「
乳
用
牛
飼
料
の

　

  

飼
料
成
分
分
析
・
栄
養
価
評
価
法
の
開
発
と

フ
ォ
ー
レ
ー
ジ
テ
ス
ト
へ
の
普
及
・
推
進
」

「
細
断
型
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
の
研
究
開
発
」
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Spot News

　　　第 40 回日本養豚学会賞「丹羽賞」を受賞　　　
　

平
成
22
年
３
月
25
日
、
東
京
農
工
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
93

回
日
本
養
豚
学
会
大
会
に
お
い
て
、
第
40
回
日
本
養
豚
学
会
賞

丹
羽
賞
（
学
術
賞
）
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
丹
羽
賞
は
養
豚

に
関
す
る
学
術
研
究
に
お
い
て
、
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
学
会

員
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

豚
の
集
団
を
育
種
改
良
す
る
た
め

に
は
、
種
豚
候
補
と
な
る
豚
の
遺
伝

的
能
力
を
正
確
に
推
定
し
、
優
れ
た

子
孫
を
生
産
す
る
豚
を
選
抜
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。し
か
し
、

い
か
な
る
形
質
に
お
い
て
も
、
そ
の
遺
伝
的
能
力
は
、
例
え
ば
、

発
育
能
力
の
よ
う
に
メ
ジ
ャ
ー
や
は
か
り
で
直
接
測
定
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
種
豚
候
補

の
測
定
記
録
、
血
統
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
情
報
な
ど
を
上
手
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
方
法
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
精
度
で

遺
伝
的
能
力
を
推
定
す
る
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
方
法
に
よ
る
種
豚
候
補
の
遺
伝
的
能
力
の
推
定

に
は
、
複
雑
で
高
度
な
計
算
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
受
賞

者
は
、
本
方
法
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
家
畜
育
種
用
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
養
豚
の
現
場
で
育
種
改
良
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
育
種
の

研
究
者
の
た
め
に
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
畜
産
草

地
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
広
く
一
般
に
公
開
し

て
い
ま
す
。

（
家
畜
育
種
増
殖
研
究
チ
ー
ム　

上
席
研
究
員　

 

佐
藤 

正
寛
）

「
豚
に
お
け
る
遺
伝
的
能
力
の

推
定
精
度
の
向
上
に
関
す
る
研
究
」

　　 2010 年度日本畜産学会賞、奨励賞を受賞 　　
　

牛
の
代
謝
お
よ
び
内
分
泌
機
能
の
特
性
と
し
て
、

子
牛
期
で
は
単
胃
動
物
か
ら
反
芻
動
物
特
有
の
栄

養
素
摂
取
過
程
に
変
化
す
る
中
で
の
栄
養
生
理
機
能
を
制
御
す
る
と
と
も

に
、
成
牛
で
は
乳
生
産
を
維
持
す
る
た
め
の
栄
養
素
の
配
分
調
節
作
用
が
あ

り
ま
す
。
本
研
究
は
、
内
分
泌
と
免
疫
を
結
ぶ
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
で
あ
る
腫
瘍
壊
死
因
子
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ-

α
）
に
着
目
し
、

牛
の
代
謝
調
節
機
能
や
内
分
泌
機
能
に
及
ぼ
す
Ｔ
Ｎ
Ｆ-

α
の
作
用
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
成
果
を
牛
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
（
LF
）
の
生
理
作
用
を
利
用
し

た
炎
症
反
応
の
制
御
に
結
び
つ
け
る
研
究
に
進
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

（
栄
養
素
代
謝
研
究
チ
ー
ム　

上
席
研
究
員　
　

櫛
引　

史
郎
）

　

本
研
究
で
は
、
細
菌
の
ル
ー
メ
ン
内
生
態
を
明
ら
か

に
す
る
蛍
光
観
察
法
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
確

立
等
を
通
し
、
上
記
細
菌
の
種
内
系
統
ご
と
の
機
能
特
性
を
解
明
、
難
分
解

繊
維
の
ル
ー
メ
ン
内
消
化
を
促
進
し
う
る
種
内
系
統
を
特
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
繊
維
分
解
シ
ス
テ
ム
の
解
明
と
機
能
強
化
は
も
と
よ
り
、
細
菌
が

集
団
を
形
成
す
る
な
か
で
発
現
す
る
有
用
機
能
の
発
掘
に
も
注
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 
（
分
子
栄
養
研
究
チ
ー
ム　

任
期
付
研
究
員　
　

真
貝　

拓
三
）

日
本
畜
産
学
会
奨
励
賞
受
賞

「
反
芻
家
畜
ル
ー
メ
ン
内

　

繊
維
分
解
性Fibrobactoer

属
細
菌
の

機
能
お
よ
び
生
態
解
明
」

日
本
畜
産
学
会
賞
受
賞

「
牛
の
代
謝
お
よ
び
内
分
泌
機
能
の

特
性
と
生
体
防
御
機
構
の
関
連
性
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
研
究
」

撮影：竹中昭雄氏（国際農
林水産業研究センター）
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Spot News

　　　国際科学技術財団 2010 年研究助成獲得　　　

日本標準飼料成分表（2009 年版）の紹介

日
本
飼
養
標
準
は
、わ
が
国
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
家
畜
・

家
禽
の
成
長
過
程
や
生
産
性
な
ど
に
応
じ
た
適
正
な
養
分

要
求
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
家
畜

飼
養
管
理
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
（
乳
牛
、
肉
用
牛
、
豚
、
家
禽
、
め
ん
羊
、

標
準
飼
料
成
分
表
）
の
う
ち
標
準
飼
料
成
分
表
に
関
し
ま

し
て
は
、
当
機
構
に
お
い
て
２
０
０
６
年
よ
り
改
訂
作
業

を
行
い
、
こ
の
度
、
２
０
０
９
年
版
と
し
て
公
表
い
た
し

ま
し
た
。

約
8
年
ぶ
り
の
改
訂
の
主
な
特
徴
は
、
牛
、
豚
お
よ
び

鶏
用
飼
料
の
一
般
成
分
、
消
化
率
、
栄
養
価
に
つ
い
て
新

た
な
デ
ー
タ
を
加
え
て
集
計
し
、
数
値
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
１
年
版
以
降
に
、
暫
定
値
申
請
・

承
認
の
あ
っ
た
飼
料
（
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
粕
（
乾
）、ビ
ー

ト
パ
ル
プ
（
生
）、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
粕
（
生
）
な
ど
）
48

種
類
を
含
め
83
種
類
の
飼
料
を
新
規
に
掲
載
し
ま
し
た
。

イ
ネ
で
は
飼
料
用
品
種
を
追
加
し
、
熟
期
ご
と
に
生
草
で

は
成
分
値
を
、
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
成
分
値
と
栄
養
価
を
掲

載
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
飼
料
情
報
の
充
実
を
図
る
観
点
か

ら
、
別
表
に
お
い
て
新
た
に
食
品
残
さ
の
成
分
値
と
放
牧

草
の
成
分
値
お
よ
び
栄
養
価
を
示
し
ま
し
た
。
付
属
Ｃ

Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
は
、
成
分
表
を
冊
子
イ
メ
ー
ジ
で
表
示
で

き
る
ほ
か
、
表
示
さ
せ
た

い
成
分
、
畜
種
ご
と
の
消

化
率
と
栄
養
価
を
選
択
可

能
と
し
た
カ
ス
タ
ム
表
示

機
能
を
加
え
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

（
研
究
管
理
監　
　

梶　

雄
次
）
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今
回
、
国
際
科
学
技
術
財
団
か

ら
若
手
研
究
者
向
け
の
研
究
助
成

金
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
財
団
は
毎
年
「
日
本
国
際

賞
」
と
い
う
、
日
本
版
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
も
言
え
る
賞
を
科
学
技
術
の

進
歩
に
貢
献
し
た
研
究
者
に
授
与

し
て
い
ま
す
。
今
回
採
択
さ
れ
た

研
究
課
題
は
「
家
畜
品
種
の
保
存
・
多
様
性
維
持
の
た
め
の
異

種
間
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
開
発
」
と
い
う
仰
々
し
い
も
の
で

す
が
、
水
牛
・
ウ
シ
の
異
種
間
ク
ロ
ー
ン
胚
の
作
製
・
解
析
を

行
う
予
定
で
い
ま
す
。
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
は
絶
滅
危
惧
種

の
保
護
・
再
生
の
手
段
と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
体
細
胞
な
ら
と
も
か
く
、
大
量
の
卵
子
を
こ
れ
ら
の
動
物

か
ら
入
手
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
異
種

間
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で

す
。
魚
類
で
は
、
サ
バ
に
マ
グ
ロ
の
生
殖
細
胞
を
移
植
し
て
、

サ
バ
か
ら
マ
グ
ロ
の
卵
を
産
ま
せ
る
、
と
い
う
研
究
が
進
ん
で

い
ま
す
。動
物
で
同
じ
事
を
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
が
、

異
種
間
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
絶
滅
危
惧
種
の

み
な
ら
ず
、
す
で
に
絶
滅
し
た
種
の
再
生
へ
と
繋
が
る
可
能
性

を
も
秘
め
て
い
ま
す
。
と
、
だ
い
ぶ
話
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
更
な
る
応
用
を
目
指

し
て
挑
戦
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。
日
本
国
際
賞
（
賞
金

５
０
０
０
万
円
！
）
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
で
す
が
、
高
み
を
目

指
し
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
度
繁
殖
技
術
研
究
チ
ー
ム　任

期
付
研
究
員　
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